
■司　　会　ＳＡＡ　目黒　恵一

■開会点鐘　会　長　佐藤　真吾

■斉　　唱　君が代、奉仕の理想

  

■他クラブ出席者
宋（地区）

■ビジター
栁沼　芳光様

（第５ガバナー補佐・横浜瀬谷 RC）

横浜瀬谷 RC より

久松　紘一様（前会長）、久保田雅徳様（前幹事）

井上　博海様（新会長）、森本　　潔様（新幹事）

■ゲスト
馮　　博様（2019-20 年度米山奨学生）

沈　佳穎様（2018-19 年度米山奨学生）

■７月誕生記念祝
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倉本　宏昭会員　　　　7.24

福村　　正会員　　　　7.15

■スマイルクイーン表彰

　　安藤　公一会員

■会長報告　　　　　　　　　　 佐藤　真吾

　この度、2019-20 年度横浜旭ロータリーク

ラブ第 51 代会長を拝命致しました。

　今年度は旭区誕生 50 周年、そしてなにより

クラブ創立 50 周年を迎えます。クラブ創立か

ら今日までの 50 年、半世紀もの長きにわたり、

クラブの歴史と伝統を築いてこられ、そして

守り続けてこられた先輩諸兄に感謝するとと

もに、あらためて引き継いでいくその責任の

重大さを日に日に感じているところです。

　後ほど、あらためて会長就任挨拶をさせて

いただきますが、一年間、会員皆様のご指導

ご協力をよろしくお願い致します。

２０１９年７月３日 第２３８９回例会　VOL. ５１　No. １

2019-20年度 RI会長／マーク・ダニエル・マローニー

RI .D2590ガバナー／轟　　　淳次

横浜旭RC会長／佐藤　真吾

被災地の子ども達にＸマスプレゼント 在日外国人日本語学習支援 チャリティーコンサート
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横浜市旭区二俣川1-37-3 NUTS1階／〒241-0821
TEL.045-465-6702／FAX.045-465-6712
http://yokohamaasahirc.cho88.com
Email :asahirc@titan.ocn.ne.jp
横浜市旭区二俣川1-45-30工藤ビル
（㈱岡田屋３階会議室）
毎週水曜日／12時30分～１時30分　　  

横浜旭ロータリークラブ

ロータリーは世界をつなぐ
ROTARY  CONNECTS  THE  WORLD

本日の出席数         24 名

 本日の出席率       100％

会員数　 　 　   2 6 名

 修正出席率   　    100％



　先ず第１に会員増強、現状少しお減りになっ

たようですが、頑張って、轟ガバナーが申し

ますように、20 ～ 30 名のクラブは２名以上

の増強をうたっておりますので、出来ました

ら倍の４名以上の増強をお願い出来れば、非

常に私としてはホッとするのかなと思ってい

るところです。

　もう１点は、これまで 11 クラブ２回ほど

お邪魔させていただきました。本年度平均４

回はお邪魔させていただくことになりますが、

次回こちらのクラブは９月４日のクラブ協議

会の日に伺いますが、11 クラブいろんなクラ

ブがございます。是非みなさんには、他クラ

ブにメーキャップをして頂ければとお奨めい

たしたす。こういうことで風通しのいい第５

グループを目指しておりますのでよろしくお

願いします。

■井上博海様 ( 横浜瀬谷 RC 会長 ) 就任挨拶

　横浜瀬谷ＲＣ本年度会長の井上です。私の

良いところは、年をとっていること。クラブ

一番の長老です。

　すべてのことは皆誠をもって達成されるの

であるから、常に不偏中正の道を選び、それ

によって行動することを心がけていきたい。

　私たち横浜瀬谷ＲＣクラブも 50 周年を迎え
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〇地区関係

１）2019-20 年度上期地区資金の振込依頼が

来ています。

　　本会計（年額 15,000 円）　　　　　　　

　　　　　　　上半期分 7,500 円

　　特別会計　

　　イ．事業費　（年額 12,000 円）　

　　　　　　　上半期分 6,000 円

　　ロ．地区大会分担金 4,000 円

　　　　　　　　  計　17,500 円

２）2019-20 年度地区拡大増強セミナー

日時　７月８日㈪ 15:00 ～ 18:15

場所　メモワールプラザソシア 21　

出席予定者／

　　会長（佐藤真）・会員増強委員長（田川）

３）2019-20 年度クラブ基盤管理セミナー PART Ⅰ

日時　７月 18 日㈭ 5:00 ～ 17:30

場所　メモワールプラザソシア 21　

出席予定者／

会長（佐藤真）・クラブ管理運営委員長（北澤）

３）2019-20 年度第１回第５グループ会長幹事会

日時　７月 18 日㈭ 18:30 ～

場所　横浜ベイシェラトンホテル & タワーズ

出席予定者／会長（佐藤真）・幹事（大川）

〇クラブ関係

１）６月 30 日付で残念ながら退会された太田

幸治さんのお見舞いに、市川パスト会長と佐

藤利明さんと３人で行って参りました。

　詳しい報告は後ほど市川パスト会長からご

ざいます。

■幹事報告　　　　　　　　　　

１）例会臨時変更のお知らせ

○神奈川ロータリークラブ

７月 15 日㈪→休会

８月 12 日㈪→休会

８月 26 日㈪→夜間例会　点鐘 18：30

９月 16 日㈪→休会

９月 23 日㈪→休会

10 月 14 日㈪→休会

■柳沼 G 補佐ご挨拶
　本日はご挨拶の方が多いようなので要約し

てお話しをいたします。

　本年７月から第５グループのガバナー補佐

を務めさせて頂きます栁沼と申します。一年

間よろしくお願いします。
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ます。10 月６日には記念行事としてポリオに

関する映画を上映いたしますので、その節に

はご協力をお願いいたします。今年度一年間、

どうぞ宜しくお願い申し上げます。

■近況報告　米山奨学生／馮　博君

　皆様今日は、近況を少しお話しさせて頂き

ます。私は音大生ですが、バスケットボール

が大好きで、時間がある時はバスケットをやっ

ています。そのことで在日華人の飛鳥という

バスケットチームに加入することが出来まし

た。チームメイトなど少しづつ減って、毎年

日中友好に向けコンクールを行っています。

私もお手伝い頑張ります。

　そして先日、五十嵐さんの家に伺いました。

とても美味しいご飯と日本酒を頂きました。

そして奥様と、中国に留学した経験のある娘

さんと楽しく話をしました。とてもやさしい

家族でした。

　これからもよろしくお願いします。

■元米山奨学生／沈　佳穎さん

　皆さん今日は、お久ぶりです。ちょっ前ま

で就活やばいと言っていて、今大学院に行っ

ています。

　一年間大学院研究生として勉強して、これ

から自分で不動産の会社を作ることになりま

した。これからもご助言をお願いします。

■前年度幹事より　　　　　　　   安藤　公一

　前年度の各委員会の活動報告書の提出を、

今月末までにお願いします。

■お見舞い報告　　　　　　　　   市川　慎二

　昨日、太田幸治さんのお見舞いに、横浜市

立市民病院へ、佐藤利明会員、佐藤真吾会員

と行って参りました。

お話も楽しそうにされておりましたが、食事

ができないとのことで、以前よりもだいぶ痩

せておりました。

　皆様へは感謝の言葉を沢山述べられており

ましたので、ご報告致します。また後日、ご

挨拶に例会へお越しくださると思います。

■ニコニコ BOX( 会員敬称略 )

柳沼　芳光様 ( 横浜瀬谷 RC・第５グループガ

バナー補佐 ) ／皆さん、こんにちは。本日は

年度初めの就任のご挨拶に伺いました。ガバ

ナー補佐を務めます柳沼です。一年間よろし

くお願い致します。

久松　紘一様 ( 横浜瀬谷 RC 前年度会長 ) ／

　昨年度はいろいろ有難うございました。今

年度井上会長森本幹事になります。よろしく

お願い致します。兵藤先生、先日はクラブ訪

問有難うございました。

久保田雅徳様 ( 横浜瀬谷 RC 前年度幹事 ) ／
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　前年度は旭 RC の皆様には大変お世話になり

ました。特に市川会長、安藤幹事には２クラ

ブ合同例会や会長幹事会ではいろいろとお世

話になりました。又、増田ガバナー補佐にも

ご指導頂きありがとうございました。今年度

も宜しくお願い致します。

森本　潔様 ( 横浜瀬谷 RC 幹事 ) ／

　本年度瀬谷ロータリークラブの幹事を担当

いたします森本です。旭ロータリークラブ様

には今年一年お世話になると思います。よろ

しくお願い申し上げます。

佐藤　真吾／①いよいよ創立 50 周年の年度ス

タートです。会員皆様のご指導ご協力をよろ

しくお願い致します。②柳沼ガバナー補佐一

年間宜しくお願い致します。横浜瀬谷 RC から

2019-20 年度井上会長はじめ幹部の皆様、よ

うこそお越し下さいました。③馮さんようこ

そ。沈さん久しぶり。

大川　伸一／①新年度が始まりました。幹事

を務めさせていただきます。どうぞご指導の

程、よろしくお願いいたします。②柳沼ガバ

ナー補佐様、また瀬谷 RC からご来席頂きまし

た皆様、ようこそおいで下さいました。今年

度もよろしくお願いします。

吉原　則光／佐藤会長・大川幹事の新体制の

スタート心よりお祝いいたします。ささやか

な気持ちをニコニコに。

関口　友宏／①佐藤・大川年度のスタートを

祝って。②市川さん、安藤さん、一年間ご苦

労様でした。③瀬谷 RC の皆さん、ようこそ。

安藤　公一／①佐藤真吾会長・大川伸一幹事、

これから一年宜しくお願い致します。②瀬谷

RC 直前会長久松様、久保田幹事、ようこそ。

一年間お疲れ様でした。柳沼ガバナー補佐、

井上会長、森本幹事これから一年宜しくお願

いします。

市川　慎二／①佐藤真吾会長、大川伸一幹事

での新年度、心よりお祝い申し上げます②横

浜瀬谷 RC の皆様、ようこそお越し下さいまし

た。③馮さん、ようこそ。沈さんお久しぶり

です。

五十嵐　正／①佐藤真吾さん、大川伸一さん

年度のスタートを祝って。②増田さん、冊子

有難うございます。③柳沼ガバナー補佐をは

じめ瀬谷 RC の皆さん、ようこそ。

佐藤　利明／①佐藤真吾会長、大川伸一幹事

年度初例会を祝して。一年間宜しく。②市川

前会長、昨日は有難うございました。③太田

幸治さんの無事退院を願って。

倉本　宏昭／①佐藤真吾会長、大川幹事記念

に残る一年の大役おめでとうございます。素

晴らしい年になるよう全員で盛り上げましょ

う。②瀬谷 RC 柳沼ガバナー補佐、新旧会長幹

事の皆様ようこそ。③馮君、沈さん、ようこそ。

内田　　敏／①新年度佐藤真吾会長・大川伸

一幹事、一年間よろしくお願いいたします。

②柳沼ガバナー補佐、一年間よろしくお願い

致します。

新川　　尚／佐藤会長・大川幹事、一年間宜

しくお願いします。

斎藤　善孝／①佐藤真吾会長、大川幹事一年

間よろしくお願いします。②ガバナー補佐柳

沼さん、井上会長、森本幹事、久松前会長、

久保田幹事、馮博さん、沈さんようこそ。

兵藤　哲夫／①瀬谷クラブの皆様ようこそ。

②市川さん、安藤さん、ご苦労様でした。③

佐藤真吾さん、大川さん、よろしく！

宋　　謹衣／新しい年度に入りました。今年

度国際奉仕を担当させて頂きます。今年度の

目標としては大きな自然災害を起きないよう

に！

柳沢　哲也／いよいよ新体制、会長、幹事、

皆様、今年度もよろしくお願い致します。

増田嘉一郎／佐藤年度のスタートを祝して。

50 周年記念行事を含め実り多い年となること

を期待しています。

二宮　　登／新年度のスタートを祝って。
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目黒　恵一／佐藤真吾・大川丸、無事出航お

めでとうございます。一年間宜しくお願いし

ます。

田川　富男／①佐藤真吾新会長、大川新幹事

ご着任の事、おめでとうございます。一年間

宜しくお願い致します。②市川さん、安藤さ

んご苦労様でした。

太田　勝典／佐藤真吾会長・大川幹事の新年

度の船出を祝して。旧年度、市川会長・安藤

幹事一年間ご苦労様でした。素晴らしい一年

でした。

青木　邦弘／①新会長・幹事、今年一年よろ

しくお願いします。②瀬谷 RC の皆様、ようこ

そ！③友人が食道がんになり、大川先生にお

世話になっています。

北澤　正浩／①佐藤会長・大川幹事一年間よ

ろしくお願い致します。②第５グループガバ

ナー補佐柳沼様、瀬谷 RC の皆様ようこそ。③

馮さん、沈さんようこそ。

二宮麻理子／ゲストの皆様ようこそ。新年度

が始まります。今年度もよろしくお願いしま

す。

■卓話「五大委員長挨拶」
▶クラブ管理運営委員会／北澤正浩

　本年度、クラブ管理運営委員長を仰せ付か

りました北澤です。

　クラブ管理運営は昨年度と違う新たな組織

編制となります。

　詳しくは次週のクラブ奉仕フォーラムでお

話しさせていただきますが、新たな運営方法

を行なってまいります。この試みは皆様のご

協力がなければ成功いたしません。一体感を

持ったクラブ運営を目指しますので、ご協力

をお願いいたします。

▶奉仕プロジェクト委員会／安藤公一

　ロータリークラブの奉仕活動の根幹を成す

職業奉仕・社会奉仕・青少年奉仕・国際奉仕

の 4 大奉仕が纏められ「奉仕プロジェクト」

委員会となりました。既に当クラブが実践し

ていた従来の枠に捉われない複数奉仕部門の

立体横断的な奉仕活動を更に進めていく所存

です。その初年度として各奉仕部門が継続し

て実行してきた奉仕活動は、一つとしてやめ

ることなく継続していき、よりよい活動に向

けて磨き上げていきます。

〇社会奉仕活動計画／増田嘉一郎副委員長

　基本的には昨年度まで実行していた継続的

奉仕活動と新たな奉仕活動を考えていきたい

と思っています。

１）継続的活動は以下のものとなります。

　いずれも年末の岩沼での復興支援活動が関

連するためこの岩沼での活動をどうするのか、

災害対策委員会で、募金の具体的な使途につ

いて協議するそうですが、東北大震災を風化

させないために、復興支援のための募金活動

をすること自体は変わらず実行していきたい

と考えています。

①あさひふれあい区民まつりへの参加
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　これは３部構成になります。まずは会場で

の被災地物品販売です。何を販売するかは。

８月中旬位までに決めたいとかんがえていま

す。次は東北大震災のパネル展示しての募金

活動です。これは今年初めのチャリティーコ

ンサートでの募金が少なかったため、頑張ら

なければという状況です。そして３番めが舞

台でのパフォーマンスです。兵藤さんや目黒

さん等お顔の広いお知り合いの方で、聴衆を

引き付ける人がいれば、ご紹介いただければ

と思います。

②チャリティーコンサート部会への協力

　これもパネル展示と募金活動を協力するこ

とになるかと思います。

２）新たな企画として地域社会に貢献する新

しい奉仕活動や他の三大奉仕との連携での奉

仕活動を計画できればと考えています。旭区

制 50 周年記念事業の中に当クラブ 50 周年記

念事業で取り上げないものも含めて何かヒン

トになるものがあればと考えています。

〇国際奉仕活動計画／宋謹衣副委員長

①在日外国人子供の日本語教育支援：

　横浜「ひまわり」と鶴ヶ峰駅にある「ANV」

　日本語ボランディア団体への支援

② RI 国際大会（台湾・台北）への参加を奨励

　する

③海外旅行・出張の際にロータリークラブで

　のメーキャップを奨励する

④海外での大規模な自然災害の発生時に義援

　金を募る窓口となる。

〇青少年奉仕活動計画／二宮麻理子副委員長
　青少年奉仕は青少年を育成する活動です。

　そのためにガールスカウト第 102 団への協

力、支援、RYLA プラグラムへの協力をしてい

きたいと考えています。

　また、インターアクトクラブ（神奈川県立

看護福祉高等学校）の提唱を目指していきま

す。会員の皆様よろしくお願い致します。

■幹事就任挨拶／大川伸一

　2019 ～ 20 年度、佐藤真吾会長の下で幹事

を務めさせていただきます。

　社会が大きく変化していく時代ですが、橫

浜旭ロータリークラブも変えていくべきとこ

ろにつきましては、適切に対応していかなく

てはなりません。

　佐藤真吾会長が掲げるクラブ改革の方針に

ついて、皆様に一つ一つを理解していただき、

会長を支えて改革を実現させて行くよう努め

ていく所存です。

　同時に今年度中に５０周年を迎える当クラ

ブにおいて、あらためてその歴史を振り返る

こと、先達が築いてきた当クラブの素晴らし

い伝統を守ること、そして何よりも会員の方

がロータリークラブを今まで通りに楽しめま

すよう、クラブの円滑な運営のために尽くし

ていきたいと考えております。

　皆様のご指導とご協力をどうぞよろしくお

願い申し上げます。
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■会長就任挨拶／佐藤真吾

～はじめに～

　まずは会長就任にあたり、幹事を快く引き

受けて下さった大川先生、そして理事・役員

を快く引き受けて下さった会員の方々に感謝

申し上げます。私を力強くサポートして下さっ

たおかげで、会長エレクトとしてスムーズな

準備ができ、今日を迎える事ができました。

本当に有り難うございました。

　会長エレクトとしての最初の取り組みは、

CLP 採用の検討でした。

　２月 20 日の例会で会長エレクトフォーラム

を開催し、地区の DLP・CLP 導入の方針やク

ラブのこれまでの経緯を説明させていただき、

当クラブの CLP 採用に向けてディスカッショ

ンしていただいた所、多くの会員から理解を

得る事ができ、試用・検討期間としてではあ

りますが、今年度 CLP を採用した組織で無事

にスタートする事ができました。これも当ク

ラブ会員の「寛容の心」での温かい後押しと、

あらためて感謝申し上げる次第です。

　思い起こせば、2002 年 10 月 16 日、34 歳の

時に横浜旭ロータリークラブに入会させてい

ただきました。兵藤先生が会長で、ちょうど

ガバナー公式訪問の時でした。当時の工藤護

ガバナーにロータリーバッジを付けていただ

き、太田さんが私の紹介をして下さいました。

兵藤先生と太田さんが私のスポンサーです。

30 代は私だけで、とても気後れしていました

が、諸先輩方は若い私を分け隔てなく平等に

扱って下さり、大変可愛がって下さいました。

あれから早 17 年、51 歳になった私が、第 51

代の会長を務める事になりました。若輩者の

私を温かい心で指導し、育てて下さった先輩

諸兄に感謝するとともに、少しでもそのご恩

に報いる事ができるよう、一意専心に職責を

果たしたいと思います。

あらためてよろしくお願い致します。

～会長テーマ～

　それでは、2019-20 年度会長テーマを発表

させていただきます。

「Challenge to change ～変化への挑戦～」

　1905 年にロータリーが誕生して 114 年が経

ち、時代の流れとともにロータリー、そして

クラブもその在り方に多様性・変化が求めら

れています。

　今年度は、これまでのクラブの歴史と伝統

を守りながらも、次の 50 年に向けてのスター

トと位置づけ、時代の変化に対応すべく積極

的にチャレンジしていくという思いを込めて

このテーマとしました。

　次に、このテーマに基づき、ポイントとす

５つの項目を挙げさせていただきます。

①創立 50 周年を成功させよう

　今年度は旭区誕生 50 周年、そしてなにより

クラブ創立 50 周年を迎えます。一昨年に創立

50 周年記念事業実行委員会を立ち上げ、関口

さんに実行委員長を引き受けていただきまし

た。委員会の構成から始まり、それぞれのセ

クションで検討を重ね、着々と準備が進めら

れています。記念事業・記念式典ともに素晴

らしい結果を迎えられるよう、関口実行委員

長を中心により一層のご尽力をよろしくお願

い致します。

② CLP 採用にあたって

　今年度は試用・検討期間として CLP を採用

しました。そして CLP 採用にあたり、第１回

クラブ協議会で、会長方針として各委員会へ

様々な活動内容の検討をお願いしました。

　特にその中で、クラブ管理運営委員会には

「例会運営の効率化」と「全員参加の例会」の

検討をお願いしました。

具体的には、「例会運営の効率化」として

・スマイルリポートと出席の受付
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・会報の原稿収集を一元化

　「全員参加の例会」として

・スマイルリポートの発表と出席報告の担当

　を全委員で

・誕生日祝い・皆出席祝いの会員から一言

　2019-20 年度会長エレクト研修セミナー

（PETS）において、第 2590 地区轟淳次ガバナー

は、「CLP の最大の目的は、クラブを長期的に

如何に発展させ、活性化を図って行くかとい

う所にある。CLP はクラブ組織と活動の簡略

化ではない。」と地区方針の中で述べられてい

ます。試行錯誤しながらの運営になるかと思

いますが、クラブを更に発展させていく為の

良い機会と捉え、各委員会と連携しながら本

格的な導入に向けて進めてまいります。

③出席率 100% を目標に掲げない

～月２回のホームクラブへの出席と月１回の

メークアップの奨励～

　例会への出席はロータリー三大義務の一つ

である事は言うまでもありません。当クラブ

の出席率は歴代 90% 以上を保持し、2012-14

年度の２年間では 100% を達成しています。

　各会員の出席への意識の高さが伺い知れま

すが、私はこの「出席義務」が会員勧誘の妨

げの大きな要因になっていると考えています。

　会長エレクトになってからの半年間、会員

増強に積極的に取り組みました。体験例会に

も数多くの方に声を掛けお誘いしましたが、

「毎週は厳しい」との声が圧倒的に多く、最後

には断られてしまいます。

　2016 年の規定審議会で、クラブ運営に大幅

な柔軟性を認める決定がなされました。規定

審議会の代表議員は、ロータリークラブ例会

の制約をなくすという制定案を圧倒的多数で

採択し、クラブの健全さは出席率だけで決ま

るものではないとの認識を示しました。具体

的には、クラブは少なくとも月に２回、何ら

かの方法で例会を行う限り、例会頻度を減ら

すことができるというものです。

　第一線で活躍されている若い職業人達は、

時間に制約があります。毎週の出席を必ずし

も絶対とするのではなく、まずはロータリー

への参加を目的として、その活動に触れてい

ただく事が重要ではないでしょうか。

　そのためには、内容の充実を図り、良い雰

囲気作りを心掛ける事で、出席したくなるよ

うな例会にする。出席は「義務」ではなく「権

利」だと思えるような例会を目指していきた

いと思います。

④ロータリーを知ってもらおう

　当クラブではこれまで様々な奉仕活動を

行ってきました。そして現在も継続している

活動があります。

　東日本大震災復興支援チャリティーコン

サート、災害支援基金設立、日本語学習拠点

施設「ひまわり」への支援など…

　これらの活動は、地域社会にどの程度認知

されているのでしょうか？

当クラブの活動を様々な媒体を通じて広報し、

地域社会へアピールする。横浜旭ロータリー

クラブの認知度を向上させる事に積極的に取

り組んでいきたいと思っています。

⑤ロータリーを語ろう

　ロータリーの素晴らしさを皆で語り、自ら

再認識する事で、候補者に自信を持ってその

魅力を伝える事ができる。結果として、その

事が会員増強に繋がるのではないでしょうか。

　年間を通して、皆で大いにロータリーを語

りましょう。

～最後に～

　1970 年１月 13 日、チャーターメンバー 26

人を以って横浜旭ロータリークラブは設立さ

れ、創立 50 周年を迎える今年度は、くしくも

同じ 26 名でのスタートとなりました。会員皆

様の力をお借りして、クラブを盛り上げ、次

の 50 年に繋げていきたいと思います。

一年間、ご指導ご協力のほどよろしくお願い

致します。

■次週の卓話　　

　　7/17 ㈬　　「ガバナー補佐を終えて」

　　　　　　　　　　　　増田嘉一郎　　　

　　　　　　　　　　週報担当　吉原　則光


